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　津波により医療従事者が

多数亡くなったインドネシ

ア・バンダアチェの医療充

実のためにＡＭＤＡでは現地

ザイナルアビディン病院と

シャー・クアラ大学医学

部、さらにスラウェシ島マ

カッサルのハサヌディン大

学との協力体制のもと人材

育成プロジェクトとして医

師、看護師の緊急医療教育

プログラムを開始します。

　また、バンダアチェの医

学生を対象に、公衆衛生教

育プログラムを開始し、災

害後の感染症予防対策の強

化をはかります。

　スリランカでは緊急救援

活動から引き続き、北部、

東部、南部における広範囲

にわたる小学校での保健衛

生教育の強化・充実に努め

ています。

　現地状況の報道は日に日

に見られなくなりました

が、復興支援はまだこれか

らです。皆様の変わらぬご

支援をお願いいたします。

|募金のお願い＼∇……1………万,=･…………
…

郵便振髄　１　　　　　　　　　／………

口座番号　　=O!250･2-407,09ﾉ…………1……=…………，

口座名　　　，･ＡＭＤＡ………………Ｊ……

　　　※通信機に「インド洋津波」…………

　　　，とご明記ぐだ=さい｡……=,……1……………=……

書き損じハガキを集めています

インドネシア　被災地

インドネシア　AMDAの巡回診療

スリランカ　被災者への保健衛生教育

書き損じハガキ、未使用ハガキ・切手を集めています。

書き損じハガキは切手と交換し、通信費として使用しています。
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南ダルフール医療システム
再建プロジェクト
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◇AMDAのプロジェクト

◇アジアでのプロジェク

◇中南米でのプロジェク

◇国内の
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AMDA長期プロジェクト実施国

【表紙の写真】スーダンプロジェクト

みなさまの変わらぬご支援を

お願いいたします。
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ＡＭＤＡのプロジェクト

GlobaI Network of Partnership lor Peace through Projects

with Sogo-fujo Spiritsunder Local lnitiative

　2004年度は災害の年でした。国内外で大きな自然災害が発生し、大変多くの方が将来の夢や希望を

胸に秘めたまま無念の死を遂げられました。この誌面をお借りして､今一度哀悼の意を表し、ご冥福を

お祈り申しあげます。 ＡＭＤＡは特に、新潟中越地震、そして２度にわたるスマトラ沖地震と、未曾有

の津波により被災した地域へ緊急救援チームを派遣､医療保健活動を通して､被災者の方々に対し､相

互扶助「困ったときはお互いさま」の理念と、我々友人の存在をメッセージとして伝え続けました。イ

ンドネシアやスリランカなどの被災地には､今なおチームのメンバーが駐在し､今後の復興へ向けた支

援に着手しています。

　2005年５月号までの記事をお読みになった読者の多くは、すでにこうした活動の内容についてご存

知だと思います｡特にスマトラ沖地衣と津波の被災地では､ＡＭＤＡの旗の下､現地ＡＭＤＡ支部に加え、

近隣諸国の支部やはるかカナダ支部などから医療関係者が参集しＡＭＤＡ多国籍医師団を編成して、困

難な状況の中、救援医療活動に携わりました。

　こうした多国籍の人材による活動の裏側に、実はこの記事のタイトル（15文字の英単語）が隠され

ています。

　ＡＭＤＡを知る方のほとんどは、災害時の緊急救援を行なう団体としての印象をお持ちであると考え

ます｡しかしそれは､緊急救援の実施体制をメンテナンスしている団体という側面があることもご理解

いただきたいと思います｡メンテナンス？と疑問に思われるかもしれません｡メンテナンスには様々な

方法がありますが、Networkが保たれるための大切な一要素として、Projectの実施を通じた信頼と尊

敬の醸成が挙げられます。

　事業を実施するということは､様々な関係者と利害を共有することを意味します｡人や組織は､困難

や苦痛から逃げず､共に解決への遣を模索することによって信頼関係を築き､互いの知恵を持ち寄り協

力します｡そしてその困難を乗り越えたとき、お互いに対する尊敬を獲得することができるのです｡事

業実施には一定の危険（リスク）が伴います｡そして信頼関係に基づいてそのリスクを公平に負担し合

う（シェアする）ことができるようになれば､お互いをパートナーと呼ぶことができるのではないでし

ょうか｡快楽だけを求める場合や､お互いが危険負担を避けようとする場合には､両者をパートナーと

呼ぶことはできないでしょう。 AMDAのネットワークは、このようなパートナーシップ論に基づいて

結ばれています。

　事業実施に伴う困難を共有することによって､パートナーが増えネットワークが広がります｡そして

そのネットワークが存在し続けることによって､上記のような多国籍の救援チームができあがるのです。

もちろん､人道支援や開発協力にかかわる事業を実施する過程で､困難や苦痛ばかりが支配することは

ありません｡事業目標を達成する喜び､多楡陛の中で物事が進んでいく喜び､現地の人々と理解し合い

ながら学習することの喜びが無いわけではありません｡そして前述したように､試練を乗り越えなけれ

ば信頼と尊敬が得られないとすると､それはある意味において新たな局面を作り出し､人間関係を深め

るためのチャンスであり、したがって困難に直面することを恐れてはいけない､ということになります。

　今月号では､各国で実施されている中長期事業を紹介させて頂きました｡誌面スペースが限られてい

ますので詳しくは記載できませんが､文字の裏側にある試練や喜怒哀楽に思いを馳せてお読みいただく

ことができれば幸いに存じます｡事業に関わるスタッフが多くの困難を乗り越えることができるのも、

会員の方々を始め日本の多くの支援者の方々のご理解とご支援があるからに他なりません｡新年度に入

り２ヶ月が経過しようとしています｡質の高い事業成果を生み出す過程で､質の高いパートナーシップ

が生まれると考え、スタッフ一同、今年度の活動に取り組んでいきたいと考えております。
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共和国洪水緊急救援活動

２００４年度の緊急救援活動

イラン南東部大地震

緊急救援活動

(2003.12～)

(2004.5 ～）

インド　スマトラ沖地震･津波（3カ国）緊急救援活動（2004.12～）

スリランカ　スマトラ沖地震･漆波（3カ国）緊急救援活動（2004.12～）

バングラデシュ洪水緊急救援活動（2004.7～）

新潟県中越地震災害

弱者支援(2004.10～)

インドネシア　スマトラ沖地震･津波(3カ国)緊急救援活動(2004.12～)

インドネシア　ニアス島地震緊急救援活動（2005.3～）
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ミャンマー

◆母と子のプライマリーヘルスケア

　プロジェクト（2oo2年7月～2oo5年6月終了予定）
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　中部乾燥地帯に位置する３市(メィティラ市､ニャンウー市、

パコク市)において、母子の健康促進を目的とし、１)保健施設

の拡充､2)地域医療従事者と住民との協働による巡回診療の実

施､3)5歳以下の栄養不良幼児と母親を対象とした参加型栄養

給食の実施、4)保健衛生教育、5)地域医療従事者、ボランティ

ア、地域住民らに対する医療技術向上・能力開発等の研修、６)

緊急および重症患者を対象とした遠隔地から医療施設への搬送

支援、を行っている。本事業は、独立行政法人国際協力機構

(JICA)と共同で実施している開発パートナー事業である。

◆マイクロクレジットプロジェクト

　(1998年～現在)

　中部乾燥地帯に位置するメィティラ市の２９箇村において、

女陛を対象としたマイクロファイナンスを実施している。２週

間に１度の返済日には、保健衛生の講習会を開催し、女性の所

得向上に基礎保健教育を結びつけた支援を行っている。

４　Å肘p/□ama/ 2θθj.6

◆ミャンマー県立総合病院小児病棟運営

　支援プロジェクト（1998年~現在）

　同病院に対しては、これまで小児病棟の改修、医療機材の供

与､医療スタッフの研修などの支援を実施してきた｡現在も､小

児病棟入院患者への食事提供支援､病棟への電力供給支援を行

っている。本事業の多くは、株式会社サンマルクの各店舗設置

募金箱への寄付金による支援を受け実施している。

◆コミュニティホームベースドケア

　　プロジェクト（2oo4年～現在）

　ＷＦＰ（世界食糧計画）、在ミャンマー英国大使館との協力体

制の下、HIV/エイズや結核などの登院疾患を抱える患者とそ

の家族に対して、総合的（医療的・看護的・社会的）なケアが

コミュニティの中で適切に実施され､またその正しい方法論が

浸透するよう、患者家庭訪問や食糧配布などの側面的な支援を

行っている。

◆コーカン特区ラオカイ市貧困農村復興

　　支援プロジェクト（2oo4年７月～現在）

　同地区は中国国境に接した北シャン州にあり、かつてケシ栽

培で栄えた地域である｡２００２年にケシの栽培が禁止されたこ

とにより、代替作物の導入が進められたが、ケシに匹敵する収



入は得られず､また2004年は､長引く雨により主要作物であ

る米･とうもろこしが不作となり、「静かな食料危機」も進行し

ている。このような状況下､ＷＦＰ（世界食糧計画）および日本

国外務省の支援（日本ＮＧＯ支援無償資金協力）を得て、同特

区のシャオカイ村区とマンロー村区の計３０村で、社会的・身

体的弱者を対象とした食料配給、学校給食、生活環境の改善を

目的としたフードフォーワークを実施している。今年度は、農

業や保健衛生分野の研修を実施するためのフードフォートレー

ニングの導入を目指していく。

◆コーカン特区プライマリーヘルスケア

　プロジェクト（2oo4年lo月~現在）

　JICA草の根パートナー事業として、同特区内に設置されて

いる公立の国境地域診療所フケ所とその周辺の計１４村で、住

民､特に母子の健康状態の改善を目的とした活動を実施してい

る。そのうちすでに１１村で保健ボランティアが養成され、現

在、栄養調査が行なわれている。今後、栄養不良・栄養失調児

とその母親を対象にした栄養改善プログラムを行なっていく予

定である。また公立医療施設フケ所に、医療機材と移動手段で

あるオートバイなどを供与し、固定診療活動の他にアウトリー

チ活動も促進する。一方、同地域で使用されている中国語によ

る保健衛生教育を実施するため、中国語版のIEC教材を作成し

ている。さらに、安全な飲料水を確保するための給水施設やモ

デルトイレなどの建設も行なっている。

◆コーカン特区ラオカイ市民病院医療機材

　支援プロジェクト　（2004年10月~現在）

　ケシ栽培の禁止をうけて収入の道を絶たれた村民の多くは、

ラオカイ市内の私立病院や私営のクリニックにおける医療費を

払うことができす､公立病院であるうオカイ病院を利用するよ

うになった。う才カイ病院は１０万人を抱えるラオカイ県の３

次医療機関として重要な役割を果たしている。コーカン特区の

住民は、国境や県境を越えた移動に制約が伴うケースが多く、

コーカン地区内において高度な医療が提供される必要かおる。

ミャンマー政府が病棟を増築し､ＡＭＤＡが医療機材を供与する

ことにより、５０床を構える地域の中核病院として機能するこ

とが期待されている｡今年度はコーカン側の人民病院への支援

も予定している。本事業は、日本国外務省の支援（日本ＮＧＯ

支援無償資金協力）を受け実施している。

カンボジア

◆ＡＭＤＡカンボジアクリニック

　(1997年~現在)

：ＡＣＣ

　首都プノンペン市内において、社会的弱者と呼ばれる人々

(貧困層､障がいをもつ人々)への保健医療サービスの提供を目

的としたクリニックを運営している。医師､看護師､検査技師、

助産師ら１３名のスタッフにより、１)一般外来(成人・小児)、

2)エコー検査、3)小手術、４)各種検査、5)心霜図検査、6)待

合室での保健情報提供サービスを行っている｡２００４年度の総

来所者数は、１７､６０９名。そのうちの約15％は障がい者を支

援する他のＮＧＯなど、外部団体からの紹介を経た患者であっ

た。

◆保健医療サービスと保健教育を通じた
　コミュニティ開発プロジェクト

　　(1999年～現在)

　本事業の対象地、コンポンスプー州プノムスルイ地区は、

1996年までクメールルージュのゲリラが潜んでいたため開発

が他地域より遅れ、カンボジアでも貧しい地域の１つとされて

いる。同地区においてＡＭＤＡは、１９９９年から巡回診療によ

る医療サービスを提供していたが､地域住民の健康が住民自身

の手で(ｲ主民や公的機関の参加と協働により)増進されるよう、

新しいアプローチを２００３年度から採用した。主に、１)保健

ボランティアの発掘と育成､2)公的一次医療機関との連携､3)

地域自主保健活動の企画と推進､４)障がい者の家庭への訪問活

動を行い､保健ボランティアと公的医療機関を中心とした持続

性の高い地域保健活動の推進を目指している。

八財政航/θμ悶�2θθj.65
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ネパール

◆ネパール子ども病院プロジェクト

　(1998年~現在)

　ネパールで小児科と産婦人科を兼備した専門病院であり、カ

トマンズ以外で唯－の小児専門病院でもある｡様々な保健医療

人材育成機関とも連携し､産婦人科の実習病院としても大きな

役割を果たしている。 １９９８年に毎日新聞社およびその読者、

阪神淡路大震災の被災者や様々な団体､その他大勢の支援者の

方々からの善意のご寄付､そして建築家安藤忠雄氏のご協力を

得て設立された。開院から６年以上経た現在、地元の地域住民

のみならす、Ｉ００～２００キロ離れた地域に住む人々の来院も

多い。今年度も､患者やその家族に対するより質の高い医療サー

ビスを提供していきたい。

◆ＡＭＤＡ病院プロジェクト

　　(1992年～現在)

　ブータン難民を対象とした二次医療施設として､ネパール東

部のジャパ郡ダマック市に開設。１９９５年からは国連高等難民

弁務官事務所(ＵＮＨＣＲ)から正式に委託され、｢ＡＭＤＡ病院｣

という名称のもと事業を推進してきた。１９９６年には同国政府

からも総合医療施設として承認され､難民に加え地域住民への

医療サービスも開始した｡患者数の増加に対応するため､昨年度

AMDA保健人材育成センターの敷地内に病院施設を新築､移転

を完了させた。

６　Å肘瓦4jag�2師j.6

◆ブータン難民キャンプ内プライマリー

　ヘルスケアプロジェクト（2oo1年~現在）

　ＵＮ日CRの委託を受け､同国東部ジャパ郡ビルタモード市周

辺にあるﾌ箇所の難民キャンプに居住するブータン難民に対し

て保健サービスを提供している。 ２００１年に撤退した英国

ＮＧＯから引き継いだ形で事業を開始した。主にキャンプ内に

おける一次医療サービス、妊婦検診、予防接種、栄養補助食品

の提供などのサービスを行っている。尚、一次医療レベルで対

応できない患者については、二次医療サービスを提供する

ＡＭＤＡ病院へ転送するシステムが確立している。

◆ＡＭＤＡ保健人材育成センタープロジェ

　クト（1996年~現在）

　ネパールにおける医療従事音数の絶対的な不足と都市･地方

間の格差に対応するため、１９９６年に保健医療人材養成施設と

して開所。准看護師、地域保健衛生士、臨床検査助士の３コー

スを設け、毎年１００名ほどの学生が学業に励んでいる。今年

度は更に准看護師のコースを１つ追加し、２０名のブータン難

民と２０名のネパール人が入学した。 ＡＭＤＡ病院の移転に伴

い､将来的には二次医療施設としての機能も兼ね備えたネパー

ル東部地域における中核センターを目指している。

◆ＨＩＶを含む性感染症予防啓発プロジェ

　　クト（1999年～現在）



　ＨＩＶおよび性感染症のハイリスク・グループ(性産業従事者

やその顧客など)を対象として感染予防を推進するための啓発

活動を実施している。ジャパ郡ダマック市に拠点を置き、近隣

郡の５郡､特にネパールを東西に貢くハイウェイ沿いにドロッ

プ・イン・センター(DI〔⊃〕を開設し、ＨＩＶや性感染症の情報

提供を行なっている｡また､地元の有力者への働きかけや中学･

高校生を対象とした弁論大会､街頭で演じるストリートドラマ

など多様な活動を通じて意識啓発を図っている。本事業は、米

国政府国際開発援助庁(ＵＳＡＩＤ)からの資金提供を受け､米国

ＮＧＯであるファミＵ－・ヘルス・インターナショナル(FHI)

と連携し実施している。

◆性感染症ケア・サービスプロジェクト

　(2001年~現在)

　ネパールの中部地域マクワンプール郡ヘタウダ市に拠点を置

き、ネパールを東西に貢くマヘンドラ・ハイウェイ沿いの１６

郡で活動を展開している｡前述の日IVを含む性感染症予防啓発

プロジェクトや他のＮＧＯとの連携をはかり、ハイウェイ沿い

のＤＩＣに３つの巡回チーム（医師、検査技師、看護師、薬剤師

など）を派遣し、日IV及び性感染症に関連してケアの必要な人

々を対象に、性感染症の検査や対症療法の提供、薬剤の販売な

どを行っている。本事業はUSAIDとFHIからの支援を受け実

施している。

◆地域保健衛生啓発プロジェクト

　(2000年~現在)

　国連開発計画（ＵＮＤＰ）との連携を通じ、ルパンデヒ郡内の

農村地域の女性と子供を対象に、保健衛生教育、識字教育、母

子保健教育、学校保健教育といった啓発活動を実施している。

本事業は、自身の健康に対する知識及び意識を高め、自助努力

による生活環境改善を図ることにより、母子保健の改善を目指

している。仲間（ピア）意識をベースに、女性と子供の効果的

な学習を促している。今年度は、フェリシモ地球村の基金を活

用させて頂き､住民による目主活動を促進するためのコミュニ

ティーセンターの設立も進めている。

◆知的障がい児デイ･ケア･センター支援

　(1997年~現在)

　１９９７年夏にネパールを訪問し､障がい児学校の現状を目の

当たりにしたAMDA高校生会メンバーの自発的かつ献身的な

行動を契機に支援が開始された｡国内における募金活動を通じ

て集められた資金は､障がい児学校の新校舎建設の一部に活用

され､またブトワール市近郊の知的障がい者に対する社会的差

別や偏見を軽減するための啓発活動に充当された。更に、昨年

度からは学校に来ることができない障がい児のための「在宅訪

問教育プログラム（Home visit Program）」が開始され、今

年度は支援を拡大していく。

◆人材育成活動

　（篠原奨学基金､1998年～現在）（ヒロ･モリ奨学基金､2001年～現在）
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　篠原奨学基金は､ネパール過疎地域の保健医療の向上に尽力

された故・篠原明医師の生前の志を受け継ぎ設立され、医療施

設で働くＡＭＤＡの医療従事者に対して授与している。一昨年

同奨学基金を受けたサンタ看護師は、カトマンズの大学で看護

学を学び、子ども病院に復職し活躍している。一方ヒロ・モリ

奨学基金は､元高校教師であった森ひろ氏より、｢開発途上国の

貧しい女性の地位向上に役立てて欲しい｣とご寄付を頂き設立

された｡カーストが低く貧しい家庭の出身であっても勉強の機

会が提供されるよう､ＡＭＤＡ保健人材育成センターに入学を果

たした学生のうち､カーストの低い女子生徒に授与されている。

２００３年度からは新たに野田部氏からもご寄付を受け､現在３

名が学業に励んでいる。
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ベトナム

◆イエンチョウ郡公衆衛生改善支援
プロジェクト (2004年３月～現在)

　ベトナム北部山岳地帯に位置するソンラー省イエンチョウ郡

が､本事業の対象地域である｡同地域では安全な飲料水の不足、

家庭に衛生設備が普及していないこと等から感染症が問題とな

っている。同地に住む約60％の住民が、地面に穴を掘っただ

けの場所へ、もしくは直接河川へし尿を流している。よた、約

50％の住民が、同じ河川から生活用水･飲料水を汲んでいる。

本事業では、１)水供給システムの建設、2)衛生設備の設置、3)

公衆衛生講習、4)モデル植林という４つの活動を通じ、現地住

民の参加と自立を念頭に置いた環境衛生向上支援を実施してい

る。本事業は日本国外務省、フェリシモ地球村の基金からの支

援を受け実施している。

◆タンザンコミューン保健医療サービス

　向上支援プロジェクト（2oo4年3月~現在）

　本事業対象地である北部山岳地帯に位置するホアビン省ダー

バック郡タンザンコミューンでは､山岳地帯特有の地理的悪条

件の為､住民は基礎保健医療サービスを受けることが困難な状

況に置かれている。本事業では、１)ヘルスポストの建設、2)ヘ

ルスポストヘの医療機材・医薬品等の供与、３)保健医療・マネ

ージメントトレーニング、4)モデル伝統薬草菜園設置など、４

つの活動を通じ､現地住民の参加と自立を念頭に置いた保健医

療サービスの向上支援を実施している。本事業は、日本国外務

省、フエリシモ地球村の基金からの支援を受け実施している。

8　ＡＭＤＡ．ｌｆ斑r皿12005.6

パキスタン

　２００１年10月の米英車によるアフガニスタンヘの空爆開始

直後より、アフガン難民支援活動を開始。パキスタン・クエッ

タ近郊のアフガン新難民キャンプにおいて保健医療支援を実施。

アフガン難民が健康を保ち､無事に帰還できるよう応援してき

た。２００４年３月、ＵＮＨＣＲ主導で開始されたアフガン難民

帰還事業の成果により、バロチスタン州内に６ヶ所あった新難

民キャンプは閉鎖､約５万人のアフガン難民が無事母国へ帰還

した。

◆自主帰還センターでの診療･保健衛生

　教育活動(2oo4年3月~現在)

　２００４年３月から国連難民高等弁務官事務所(ＵＮＨＣＲ)主

導で開始されたアフガン難民帰還事業の一環として､パキスタ

ン・クエッタ市郊外の自主帰還センター(ＶＲＣ)内にて診療所

を運営｡母国アフガニスタンヘの帰還を控えた難民の健康診断、

急患患者対応､帰還女性を対象とした保健衛生教育等を実施し

ている。

◆レファラル･システム運営(2oo2年6月～現在)

　2001年9月以降に設置された新難民キャンプを中心に展開

してきたレファラル・システムだが、難民の帰還が進み、新難

民キャンプ閉鎖・統合により、活動の稗益対象者／地域を旧難

民キャンプ約１５ケ所及び同州遠隔地域居住者に移行した。各

地のキャンプ内診療所では診療が困難な重症患者､遠隔地のた

め治療が困難な地域住民を対象として､高次医療機関への搬送、

療養生活を支援する同システムを引続き運営している。



◆結核予防・診療活動（2oo3年８,ト現在）

　パキスタンにおける結核の罹患率は高く、政府主導による結

核対策が進められてきた一方､これまで難民に対しては充分な

対策がとられていなかったことを鑑み､AMDAはバロチスタン

州内１５ケ所の旧難民キャンプにおいて結核予防診療をすすめ

ている。感染予防教育者の早期発見、安心して治療に取組める

療養生活の支援､また着実な投薬指導といった予防診療体制を

整備し、対策に取組んでいる。

バングラデシュ

◆マイクロクレジットプロジェクト

　首都ダッカの南約３０ｋｍにある農村のガザリア郡において、

主に貧困世帯の女性を対象に小規模融資(マイクロクレジット)

を行い､貧困削減と女性の経済的な自立を促すことを目的に活

動を実施している。そのため、単に融資を行うだけでなく、女

性のビジネス・スキルや教育レベルの向上、受益者の世帯の保

健医療に係る支出の減少などを目指した活動を行っている｡昨

年度は20名の成人女性を対象にした識字教育を行い､また､意

欲のある女性を対象に､起業のためのワークショップなどを実

施した。現在2､000名余りのメンバーがマイクロクレジット

プロジェクトに参加している。

株式会社j∧jt
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◆保健衛生プロジェクト

ｉ , 。

謐息子三万三

‥
　゜歓語似謔こtya仙な忿y

　ガザリア郡の診療所での医療活動に加え､ヘルスワーカーが

フィールドでの保健活動を行っている。マイクロクレジットの

集会や、母親を対象としたフォーラム、思春期の女性を対象と

したフォーラム、それに家庭訪問で、安全なお産、急性呼吸器

感染症、水、など毎月テーマを決めて保健衛生教育を実施。視

聴覚教材を使用した保健衛生教育も実施した｡昨年度は母親を

対象とした栄養のためのワークショップも開催した｡社団法人

全日本冠婚葬祭互助協会社会貢猷基金の助成を受け､下痢症改

善のための保健衛生教育とトイレ建設支援事業を実施した。

◆職業訓練プロジェクト

　電気・溶接・コンピューター・木工・手芸・洋裁の６つのコ

ースに加え、国際労働機関（ILO）/国連開発計画（ＵＮＤＰ）、

パングラデシュ国政府と協力し､特に貧困女|荏を対象とした職

業訓練を実施している。昨年度からは、特定医療法人徳洲会の

寄贈による発電機で､夜間のコンピュータークラスも開講する

ことができるようになった
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スリランカ

◆ワウニア県基礎保健サービス復興支援

　事業(2oo4年5月~現在)

　JCA草の根パートナー事業の２年目を実施中。人□１４万

人を抱えるワウニア県では､内戦後の復興が進みつつある半面、

地域の保健サービスの回復は遅れている。そのため、市内中心

部にある総合病院への患者の一樹集中はまだ解決されておらす、

周辺地域の保健施設機能の早期回復が急がれている｡当事業は、

地域（フィールド）助産師に対する研修と、保健ボランティア

に対する保健衛生教育を通じた基礎サービスの復興を目指す傍

ら、一部産科練の建設や医療機材の供給など、ハード面におけ

る支援も行なっている。 ２００５年５月現在､病棟は８割方完成

し、医療機材もほとんどが供与済みである。また、ＩＯ回にわ

たる研修を受けた助産師が講師となり、保健ボランティアヘの

教育訓練コースが現在進行中である。

◆スリランカ医療和平プロジェクト

　　（2003年２月～現在）

　スリランカ医療和平プロジェクトは､２００３年の２月から始

まった。これまで、スリランカの北部、南部、東部の３箇所に

おいて、巡回診療、巡回健康教育による保健医療サービスの提

供､そしてタミル語､シンハラ語､英語の３言語併記の『ＡＭＤＡ

健康新聞』の発行を行ない､スリランカの平和構築に寄与し､地

元の信頼を得てきた。この実績に基づき、昨年１２月31日の

北東部津波緊急救援対策会議では､感染症予防のための県内全

域での健康教育を日本からの唯一の参加団体であるＡＭＤＡが

一任されることが決定され、避難所や小学校で実施してきた。

また､このことは地元の人々が自主的に健康教育活動を実施継

続できる枠組み作りを促進させた。レントゲン技師および健康

教育ボランティアスタッフ等の人材育成も進んでいる。

10　/W/)Åおru/2卯j.6
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◆保健医療改善プログラム(HIV/エイズ対策)

　(2003年1月~現在)

汗Tm二

　首都ナイロビのキベラスラムで蔓延する日1V/エイズ対策の

一環として、２００３年１月からVCT（自発的カウンセリング

とＨＩＶ検査）センターを運営している。同センターでは国家資

格を持つカウンセラーによるHIV検査と検査前後のカウンセリ

ングサービスを無料で提供している｡現在､ひと月に６０～フ○

名の住民がセンターを訪れている。過去１年間の訪問音数は

フ11名（男性：４２８名、女性：２８３名）である。訪問者総数

を分母とした感染率は平均10％。しかしそのうち男性の感染

率は約ﾌ％、女性は約16％と、女性の感染率が高く、また年

齢別では男女とも２０才代の感染率が最も高い。さらに、他の

国際・ローカルＮＧＯや政府機関と連携し、ＨＩＶ感染音・エイ

ズ患者に対する精神的・身体的なケア・サポート提供にも力を

入れている。今後はスラム内の教会と協力体制を結び、より多

くの住民が自分自身の感染の有無を知り、その後のサポートを

適切に受けられるよう支援していきたい。本事業は、フェリシ

モ地球村の基金からの支援を受け実施している。

◆初等教育・衛生環境改善プログラム

　　（2005年２月～現在）

　政府の手が届き難い牛ベラスラムでは､６０～フO％にあたる

子どもが､一般初等教育の全過程を終了する機会に恵まれてい

ないと言われている｡著しく老朽化した教育施設と教育施設内

外の劣悪な衛生環境を改善しできるだけ多くの児童が快適で

安全な教育機会を享受できるように、日本国外務省（ＮＧＯ支

援無償資金協力）の支援を得て、２００５年２月からプロジェク

トを開始している｡学校施設の増改築とトイレや給水施設の整

備とともに､感染症の原因でもある廃棄物や糞尿が散乱放置さ

れている劣悪な周辺環境の清掃活動が継続的に実施されるよう、

住民に対する啓発活動も実施している。
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二分（
◆ソマリア・エチオピア難民支援

　プロジェクト（1992年~現在）

　アリアデ、ホルホル両難民キャンプに加え、２Ｃ〕０３年８月か

らは、アラウサ難民キャンプにおいても、ソマリア・エチオピ

ア難民を対象とした保健医療分野の支援活動を続けている。３

つのキャンプの診療所に医師２名(ネパールおよびバングラデ

シュ国籍)、看護師､薬剤師、コミュニティヘルスワーカーなど

約５(⊃名を配置し、診療所での診察、母子保健(分娩介助、妊

産婦健診､避妊対策普及、乳幼児成長発達観察)、予防接種、栄

養改善プログラム(ＷＦＰ、ＵＮＨＣＲの食料提供を受け、栄養

失調ぎみの乳幼児や母親へ食糧を提供)､保健衛生教育(保健衛

生、HIV/AIDS、女性の割礼、ジェンダ一意識向上)、環境衛生

事業(トイレ建設、環境美化運動)など、２万人を超す難民を

対象に実施している。

◆難民帰還プログラム(2oo2年~現在)
　ソマリアの政情

や治安が安定して

きたことに伴い、

難民帰還プログラ

ムが実施されてい

る｡通常､帰還を希

望する難民家族が

100名以上集めら

れ登録された後、

ジブチ市近郊のト

ランシット・キャ

ンプに送られる。

そこでUNHCRの

規定に基づき、各

家族に、健康診断

のほか、食料、現

金、衣類や毛布な

どの物資の支給が

行われ、数日内に

飛行機で本国へ送還される｡このプログラムに関連してAMDA

は、トランシット・キャンプに医師や看護師を派遣し、帰還難

民の健康診断を行っている。昨年２００４年の稗益人口は約

9､000人、2005年は、６月までにアラウサ難民キャンプの

閉鎖､年内にホルホル難民キャンプの閉鎖が予定されており､そ

れに伴う稗益人口は約１万人と見込まれる。

スーダン

◆南ダルフール医療システム再建

　プロジェクト（2oo4年lo月~現在）

　２００３年2月スーダン政府と反対勢力との問で発生した衝突

（所謂「ダルフール危機」）により、ダルフール地方全体で約

１６０万人加害を追われ､過酷な環境下での生活を強いられてい

る。日本国外務省及び在スーダン日本大使館からの支援（日本

ＮＧＯ支援無償資金協力）により、２００５年１月から南ダルフ

ール州立病院における緊急支援事業として､人材育成プロジェ

クトを開始している。ダルフール危機以後、ニャラ市周辺には

生活の堀を求める国内避難民が集中した事を主因に、同病院に

も１日平均４００名が受診に訪れる。困窮する外来診療部門の

特に外来検査室を支援すべく、検査機材・研修プログラム・情

報管理システムを導入し、ニャラ市人□約２０万人及び周辺国

内避難民25万人を網羅できる体制構築に寄与する計画である。

ザンビア

◆コミュニティ農園プロジェクト

　(1999年12月~現在)

　首都ルサカ市のジョージ地区（人口約１２万人）において､ル

サカ市当局から土地の提供を受け､2.8haの農園を運営してい

る。栄養価の高い大豆を栽培し、収穫された作物は地区内のヘ

ルスセンターなどを通じ､栄養不良児や結核患者などに供給さ

れている。また、収入向上をめざしてトマト、キャベツなどの

野菜を栽培する他、小規模の養鶏場も運営し、その利益は農園

の他、コミュニティ・スクールや結核対策事業の活動資金とし

ても活用されている。潅漑設備を導入した結果、乾季の栽培も

可能になったため、農園から安定した収入が期待でき、サステ

ナビリティ（持続性）を確保するための条件が揃った。
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　ザンビアつづき

◆コミュニティ･スクールおよび職業訓練

　プロジェクト（1998年~現在）

　学校の卒業資格や職業技術を身につけることで就業機会を増

やすという､貧困削減の一環として行っている｡コミュニティ・

スクールでは主になんらかの理由で学校に通えない子どもたち

を対象に１日に２つのクラスに分けて語学(英語・ニャンジャ

語)･算数･理科などの授業を行っている。職業訓練はミシンを

使った裁縫教室を行っている。卒業後の自立を支援するため。

ビジネス運営、会計などの授業も行われている。現在、合わせ

て約80名の生徒が学んでいる。また裁縫教室の優秀な卒業生

を雇用し、裁縫ビジネスも開始した。

◆ヘルスポスト建設及び結核対策

　プロジェクト（2oo3年4月~現在）

　日本国外務省の支援（日本ＮＧＯ支援無償資金協力）により、

２００４年度ジョージ地区において２つのヘルスポストを建設、

ルサカ市保健司の管轄下活動を開始した。同地区は１２万人の

人□を抱えているが、保健施設であるヘルスセンターが１ヶ所

あるだけに過ぎない。ヘルスポストの新設により、住民の保健

サービスヘのアクセスが改善された。また、同ポストは、結核

患者を対象とした治療プログラム（DOTS＝Directly ob-

servedTreatment Short Course）を展開する上で戦略拠

点となるよう期待されている｡現在､保健司当局と連携しつつ、

住民の代表であるボランティアが患者宅へ訪問し患者の服薬を

確認している。保健ボランティアは、地域内に見られる結核に

対する偏見を軽減し、感染を防止するために、劇・歌などを通

じた啓蒙教育も行っている。同結核対策事業はJICAとの連携

を通じて、２００５年フ月から草の根パートナー事業として、人

□15万人以上を抱えるカニャマ地区へも拡充される予定である。
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ホンジュラス

◆青少年育成・エイズ予防教育
　プロジェクト

　首都テグシガルパ市において、小中学校生徒、教師を対象に

青少年育成プログラム及びエイズ予防教育を行っている｡青少

年育成プログラムでは、性教育とともに、個人の価値観の創造

と向上、将来の展望を含めた教育プログラムを実施している。

さらに、“J6venes Salvando J6venes”「若者が若者を救

う」と題して青少年リーダー育成を行い、彼らが同世代の若者

に対し、性、エイズ予防に間する情報を正しく伝えることがで

きるようにセミナーを開催している。また、エイズ予防啓発活

動の一環として、世界エイズデーや同国の青少年週間には、牛

ャンベーンを行い､エイズ予防を呼びかけている｡本事業は､国

際ボランティア貯金､フエリシモ地球村の基金､ＡＭＤＡ鎌庶ク

ラブ、世界エイズ・結核・マラリア対策基金からの支援を受け

実施している。

◆コミュニティ薬局運営支援プロジェクト

　二カラグア国境沿いの農村地域トロヘス市の20村落とテグ

シガルパ市内貧困層居住地域２ケ所において、コミュニティ薬



局の運営支援を行っている。コミュニティ薬局は、教育を受け

たヘルスボランティアが､低価格で薬品を販売するシステムで

ある｡ＡＭＤＡはいねばその仲介的役割を束たし､ボランティア

が安価で効率的に薬品を購入できるように､供給ルートの確保

に努めている｡現在､コミュニティ薬局は自立運営に向けて､ボ

ランティアが中心となり、コミュニティ薬局運営委員会を組織

している。運営委員会は、各コミュニティ薬局を訪問し問題の

解決や、住民会議に参加し、住民への理解と宣伝活動を行って

いる。

◆妊娠適齢期女性及び伝統的助産婦育成

　　プロジェクト

　2005年４月から始まった新しいプロジェクトで､在ホンジ

ュラス日本国大使館の草の根･人間の安全保障無償資金協力に

より、トロヘス市内20村落において、妊娠適齢期の女性に対

して、リプロダクティブヘルス、妊娠についての教育を行うと

ともに、伝統的助産婦の育成を行う。また、ヘルスボランティ

アの協力を得て、妊婦が適切な検診を受けられる体制を整え、

安全な出産を促し、望まない妊娠の予防活動を支援する。

◆地域農林業振興プロジェクト

　2002年より国際農林業協力・交流協会（JAICAF）の支援

を受けて実施されてきた本事業は、トロヘス市において農林業

の促進と、住民の生活・栄養改善を目的とし野菜栽培、植林

を実践しながら有機栽培、病害虫対策、土壌保全などの技術指

導を行っている。また、栄養改善を目的とした活動は、家庭菜

園を導入することにより、各家庭で野菜を摂取することを奨励

してきた｡さらに､森林破壊が進んでいるこの地域において､住

民が､薪の消費量削減を目的とした省エネかまどを積極的に取

り入れてくれるよう様々な支援を行なっている。

随ﾄﾞ］

◆青少年のリプロダクティブヘルス教育
　プロジェクト

　首都Ｕマ市において、公立学校（小・中・高）の生徒及び教

員を対象に、Ｕプロダクティブヘルスに関する青少年の理解の

向上と行動変容に寄与するため、ワークショップを実施してい

る。そのプログラムの内容は、正しい身体ケア、性感染症や性

的虐待などの危険から身を守る方法、子どもの身体的・社会的

成長を促す仕組みや方法論などである｡生徒が関心を持続させ

つつ理解を深めてもらえるよう、ゲームなどを通じて楽しみな

がら学べる内容となっている。これまで蓄積された活動経験を

体系化し､ワークショップの手法を確立している｡本事業は､昧

の素クリック募金やジャスコ岡山店などからの支援を受け実施

している。

ボリビア

◆救急救命医（士）研修プログラム

　１９９７年以来、同国の一般医を対象に、外傷に対する初期治

療技術の向上を図る研修プログラム（ＡＴＬＳ：Ａｄｖ日nced

Trauma Life Support）を実施し、救急救命医を養成してい

る。この研修は、初期評価と治療、気道確保、気管内挿管など

を､講義だけでなく動物を使った模擬手術やダミーを使った実

習で学ぶ実践的な内容で､米国外科学会の認定プログラムであ

る。さらに、２００１年３月からは、救急車の同乗員、消防士、

警察官､一般市民などを対象とした研修プログラム（PHTLS:

Pre HospitalTraum日Life Support）を実施している。こ

のプログラムでは、事故現場における外傷患者の固定・搬出方

法などを中心に研修する。２つの研修を実施することにより、

事故現場から病院内まで､外傷患者に対する一貫した初期対応

ケア・治療技術の向上に寄与できる。
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2005年４沖縄タイムス

　防災の目９月１目には、毎年、防災

訓練に参加しています｡ＡＭＤＡでは頻

発する国内での自然災害への対策とし

て､国内での防災訓練を通じた更なる

ネットワークの構築と強化、また実災

害時に活用できる防災システムの形成

を目指します。

　AMDAは設立以来20年、自然災害、

紛争等による被災者（難民）に対応す

るため､緊急救援活動を実施してきま

した。より迅速な初動体制を確立する

ため、登録制度「ERネットワーク日

本」を整備致しました。

　緊急救援活動派遣を希望される方

は、「ERネットワーク日本」にご登録

下さい。なお、ご登録者には緊急救援

初動の際にお声をかけさせていただき

ますが､登録により活動参加義務が発

生することはありません。

１

登録に関するお問い合わせ先

特定非営利活動法人アムダ

緊急救援事業部

〒701 －1202 岡山市楢津310

TEL : 086 －284 －7730
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縄
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か
ら
小
規
模
融
資
ま
で
多
彩

な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
有
用
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ホ

ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
お
い
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
で
持

続
可
能
な
農
林
業
を
推
進

し
、
住
民
の
生
活
向
上
を
支

援
し
て
い
る
。
沖
縄
の
人
た

ち
の
叡
智
に
期
待
し
た
い
分

野
で
あ
る
。

　
今
月
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
年
次
総
会

が
沖
縄
で
開
催
さ
れ
、
成
功

裏
に
終
わ
っ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し

た
。
こ
の
総
会
で
、
沖
縄
と

中
南
米
と
の
協
力
関
係
は
一

層
強
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
沖
縄
支
部
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
基

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

’
Ｖ
　
た
だ
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
は
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
と
し

て
の
限
界
が
あ
る
。
沖
縄
県

は
Ｇ
Ｏ
（
政
府
組
織
）
で
あ

る
。
Ｇ
Ｏ
と
し
て
沖
縄
県
－

日
本
政
府
－
国
連
あ
る
い

は
中
南
米
の
各
国
政
府
へ

と
つ
な
が
る
連
続
線
の
活

用
を
、
ぜ
ひ
と
も
お
願
い
し

た
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会
）
理
事
長

曜
日
に
掲
載
し
ま
す
。



　外務省のNGO活動環境整備支援事

業のひとつとして、中国地区のＮＧＯ

相談員を務めました｡電話や電子メー

ルを通した毎日の相談に応じるととも

に､中国5県の国際協カイベントや､日

比谷で行われる国際協力フェスティバ

ルに参加したりしながら、さまざまな

方の相談に応じてきました｡将来的に

国際協力活動に携わりたいという希望

を持つ個人の方からの相談が最も多い

のですが､昨年度はNPO法人(特定非

S(刄4年度

AMDA KIV/エイズ報告書

HIVノエイズAMDA実践報告セミナー

　“学校でⅢV/エイズをどう伝えるが

　�傭ｌ：飴IM奉Ill11回

�礁唾罵＝員山国●甕鐘センター

坐礁：●宦●備馴蓉唾諭AA●aA

飴濾：謝‐鎗Å植威堂ｔ鰻礁紺瞳

営利活動法人）設立の手続き等につい

て知りたいとおっしやる方からのお問

い合わせも何件かいただきました。こ

うした方の相談は､既に個人や任意団

体として国際協力活動を実践されてい

て､将来的な活動の基盤整備のために

法人化を検討したいというものでし

た｡法人化による大きなメリットのひ

とつが寄付者の税控除と考えられてい

ますが、残念ながらNPO法人になる

だけでは寄付控除の対象団体にはなれ

ません。これは、NPO法人が「認証」

という比較的手続きの簡単な制度を採

用しているためなのです｡つまり法人

設立に関する手続きを簡単にして､市

民活動を促進するねらいがあるからな

|阪本9°　　脱腸i゛ ゛
’･l　’
゛

ﾀ1韻甜N(訓|翻｢NGOなんでも隨コーナー

。

■･････■･････-●--㎜－--－

　ｉｉｄｉｌ。７　１ａ。１ ･ｙ７　１ ｇ 。 ｉｌ．７

．一?i･SSr,SS●･･･……………ﾐii･｡･｀i3一　　　I誠･●●●●●●-･●

のです。その意図のとおり、法人化に

はメリットも多いのですが、反面、事

務処理が煩雑化するなどのデメリット

もあります。任意団体として立派に、

しかもメンバーのみなさんが楽しんで

活動している団体もありますし､法人

化により、さらに充実した活動を行っ

ておられる団体も見ます｡今後どうし

ようかと迷っておられる方は､どうぞ

ご白分たちの活動の方向を良く吟味さ

れ､それに合っていれば法人化を検討

なさってみてください｡そのときには

どうぞNGO相談員へのご相談もお忘

れなく。

※今年度の委嘱団体は6月頃外務省か

　ら発表される予定です。

一報告書できましたー

　昨年10月11目に岡山国際交流センターで行ったHIV/エイズ　AMDA実

践報告セミナー（ＡＭＤＡジャーナル2004年11月号P.13､12月号P.22､で紹

介）の報告書ができました。当日の講演内容等がご覧いただけます。日本の

国際協力としての収り組み、身近な地域での保健所や若者の取り組みに加

え､ＡＭＤＡがこれまで中南米やアフリカ、アジアの各地で重ねてきた経験を

これからどのように日本の学校教育の中で生かしていくか､その長い歩みの

初めの一歩が記されています｡学校現場で実際にエイズ教育に携わっておら

れる方、関心を持っておられるみなさん、どうぞご活用ください。

◇主な内容：

　　§国際理解教育とエイズ

　　§AMDAのHIV/エイズ対策プロジェクトについて

　　§JICAのHⅣ/AIDS分野への取り組み

　　§岡山におけるHⅣ/AIDSと性感染症

　　§岡山におけるYouthの活動紹介

　　§ホンジュラスで実施しているHIV/エイズ予防教育の体験

※ご希望の方に、郵送料込み1000円でお分けします。

　詳しいお中し込み方法などは、ＡＭＤＡ広報室　奥谷

　TEL : 086-284-7730 / E-mai1 : member＠amda.orjp　にお問い合わせください。
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ｙインフォメーション　醒語語1習　　ｉ　・－･‘　溥‘ ．Ｍａ－　　．＿

ンプロジェクト　　　扁蒙ΓΞ葉地で活動したスタ､ンフの話を聞　　．．ミ　　‾　d－k

ンお問合わせ
天iJ示IL七瓦Jt1./□Sjり/L､ぺ７ﾂﾉﾘLji6'C:|耳』
き､お茶を飲みながら交流できる絶好のチ　?ll二回ど乙　い

ャンスです！　定員60名ですのでお旱めに

お申し込み下さい。

【左:カンボジア報告者潮田裕美右:ジブチ報告者吉田美希】

5月20日(金)午後6時3〔万す～岡山国際交流センター5陽会議室(1)お問い合わせ

は下記まで

　　　　　　　　　　　七∽{リ収∽{咽

　　　　　　●インタビューAMDAカフェカンポジアから帰国潮田裕美繕ぐくそ

　(卜鮒S　◆環インFI洋地震･津波の被害に対する今元3力国緊急救援活動３７

　　　　　　くく;:｀･7……=･.･|･.･.:..1.1;･i･:･･..･1.1,･.

　　　　　　－　■　●･II　　　　　I　　　I　晶　・●－|四四　Ｉ･-Ｊﾐ=J皿　･････

不定期刊AM[IAからのお知らせ(マガジンD:COX11_25625)

　,･－ルアＥレス=｢‾‾一一゜一一≒黒色Jp｡,-dby奮?Fjﾖ

ＡＭＤＡどは

□ＡＭＤＡとは

【】ＡＭＤＡの歩み

□ＡＭＤＡ講演縁

ＤＡＭＤＡＯ&Ａ

ＯＡＭＤＡカフェ

・NGCIｷ目談員

２

３

お舞合わせ

|】連結先･アクセス

|】パネル貸し出し

|】講演･講師依頼

l】本部への訪問

ロ不定期刊メルマガ

ａ重星の齢●い

I】AMDA入会案内

・支援方法の紹介

I】オンライン募金

４

５

６

７

インフ忿メーシＩン

|】イベント案内

|】緊急救援速報

|】スタディーツアー

|】速報退去記事一覧

派達者募集
ロ派遣者募集一覧

ＡＭＤＡポランティア

ロAMDA県支部･クラプ

ロAMDA高校生会

ＡＭＤＡ出願物案内

ロ書籍

ロその他の書籍

ロ定期刊行物

ロその他の刊行物

ＡＭＤＡとは：ＡＭＤＡがどういう理念をもって活動

する国際医療ＮＧＯであるか等を紹介しています。

お問合せ：ＡＭＤＡでは活動パネルや活動紹介ビデオ

の貸出しを行っています。また地域、学校、企業等

での国際理解教育を目的とした講演会や授業へのご

依頼、講師派遣もお受けしています。ロパネル貸出

し、□講演･講師依頼より中込用紙をプリントアウ

トされ、ご記入のうえＡＭＤＡまでご送付ください。

FAX（086-284-8959）

16　AAmAj∂aり7�2θθj.6

A｡

V

ＡＭＤＡブロジェクト

ロ現在の活動

Ｄプロジェクト一覧

ロ緊島牧捷活動一覧

ロ外務省NGO事業補

　前金報告書

W●tl�ノ,馴A鯖ほJoぽｎ㎡
・活動報告

Ｕンク畠
ｌリンク集

AMOA鰐車掌t)B

ロ熱帯医学データペー

　ス

　-PR一

命通常のIO分

子1で狼戻がで

きる【野村の株

式ミニ投資】

◆【全日信販】

AJ･AMDAｶードI

ご利用金額の

05％(A,頂担)

をAMDA支援

◆【イーバンク】

口座開眼はこち

らから

◆【Agzora輸

入文具ストアが

オーブン

ＡＭＤＡでは､ＡＭＤＡメールマガジンー救える命があれ

ばどこへでも一を不定期に発行しています｡ご希望の皆

様は□不定期刊メルマガよりご登録をいただけます。



３
ご支援のお願い：□ＡＭＤＡの入会案内

ＡＭＤＡの活動を支えてくださるＡＭＤＡ会員を募集

しています｡ＡＭＤＡの活動へのご意見やご提案をい

ただくとともに､AMDAからは活動報告誌やイベン

トのご案内をお届けします。

AMDA会員 年会費 活動報告誌の送付

医師会員 15,000円 AMDAジャーナル（毎月）

一般会員 10,000円 同上

法人会員 30,000円 同上

学生会員 7,500円 同上

賛助会員 2,000円 AMDAダイジェスト（年2～3回）

入会ご希望の方は20Pの綴じ込み郵便払込取扱票を

ご使用になり、必要事項をご記入のうえ、ご入会の

手続きをおとりください。

AMDAの活動へのご支援のお願い

　今回のスマトラ沖地震･津波緊急救援活動の際

には多くの皆様からのご支援をいただきインドネ

シア、スリランカ、インドの３カ国において医療

救援活動を行うことができました｡そして現在は

復興支援活動を開始しようとしています｡本当に

有難うございました。

　ＮＧＯであるAMDAの活動はご支援者の皆様か

らのご寄附により支えられています。ご寄附に

より予期できない災害への緊急救援活動のみなら

ず､中長期的に継続している社会開発事業も本号

で紹介いたしましたとおり、アジア、アフリカ、

中南米15カ国において実施することができてお

ります。

　AMDAでは今後も平和を妨げる戦争､災害､そ

して貧困に苦しめられている人々への医療支援を

行っていきます｡今後とも変わらぬご支援をお願

いいたします。

　ご寄附いただけます際にも､綴じ込みの郵便払

込取扱票をご使用ください｡特定寄附の場合には

連絡欄にプロジェクト名等をご明記ください。

　郵便払込口座番号01250-2-40709

　　　　　　口座名AMDA

※AMDAでは書き損じハガキ､未使用ハガキ･切手

を集めています。書き損じハガキは切干と交換

し､通信費として活用させていただいております。

４
インフォメーション:AMDAが開催するロイベント

やロスタディツアー等をお知らせしています。特に

海外事業派道者が帰国した時など、派道者による活

前報告会（AMDAカフエ：ＡＭＤＡ会員は無料、非会

員は500円）を開催し、事業の進捗状況など報告し

ています｡現地の飲み物など飲んでいただきながら、

ビデオや写真での活動紹介を交えた分かりやすく、

楽しい雰囲気の報告会です。お近くの皆様は是非ご

参加下さい。

５
派達者募集:AMDAプロジェクト派達者募集のお知

らせをしています。

※また、ＡＭＤＡでは派遣者（医療関係者、調整員）登

　録制度があります。 ＡＭＤＡ緊急救援活動の際に派遣

　者として現地での活動を希望される皆様に登録して

　いただいています。ご登録の皆様にはAMDAより声

　を掛けさせて頂きますが、登録により参加義務が発

　生することはありません。

※ＡＭＤＡ本部（岡山市）での事務補助やイベント補助

　を行って下さるボランティア登録も併せてお願いし

　ています。ボランティア活動の内容は多岐に渡って

　いますが､あらかじめご希望の登録をしていただき、

　活動に合わせてＡＭＤＡから連絡させていただきま

　す。ボランティア登録は、直接AMDAに来ていただ

　くか、電話（086-28↓7730）にて受け付けています。

６

７

８

AMDAボランティア：協力団体であるＡＭＤＡ県支

部やクラブがあります。

(AMDA神奈川･ＡＭＤＡ兵庫･ＡＭＤＡ沖縄･ＡＭＤＡ

鎌倉クラブ・AMDA高校生会)

それぞれの活動を紹介しています。

□AMDA高校生会は岡山県在住の高校生によるボラ

ンティア会です｡ＡＭＤＡ事業の支援活動(2005年度

はスリランカ医療和平プロジェクトの中の巡回健康

教育プログラムを支援)を主とし、国際理解研修会

やイペント参加、募金活動等を行っています。

2005年度新メンバーを募集中です。

(お問い合わせはＡＭＤＡ難波まで)

AMDA出版物案内：ＡＭＤＡ関係の刊行物を紹介し

ています。（本誌20P）参照

AMDAプロジェクト：ＡＭＤＡが現在実施している

社会開発プロジェクトと、今までに実施してきた社

会開発プロジェクトを国別に紹介しています。また

緊急救援活動一覧表を掲載しています。
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　　AMDA関係
刊行物のご案内

・お周い合せは、ＡＭＤＡ本部事務局まで。

　TEL 086-284-ﾜ｢730　FAX086-28∠ﾚ8959

・お申し込みは、郵送かFAXでお願いします。

・お支払いは、郵便振替でお願いします。送料別。

　□座ＡＭＤＡ出版　□座番号01220-6-12076

■ＡＭＤＡ緊急救援

　　出勤せよ！

　　一緊急救援10年の軌跡－

　国境を越えた緊急医療活動で

世界的に知られるまでになった

国連NGO ･AMDA。 10年間に15

回以上の緊急救援活動に参加し

た三宅和久医師が、現場で直面

し、感じた人道援助の実際。１冊

購入につき100円がAMDAに寄

付されます。 235頁

ISBN4-86069-027-3　C0095

■遥なる夢

　　一国際医療貢献と

　　　　　地域おこし－

　ＡＭＤＡ設立までの経過と

活動記録。 ＡＭＤＡに関わっ

た人々について紹介すると

共にＡＭＤＡの展望と日本の

NGO活動への提言。

316頁

■はばたけ！

　　ＮＧＯ・ＮＰＯ

　一世界の笑顔にあいたくてー

　自然災害･難民救済･環境破

壊･高齢者福祉など様々なボラ

ンティア活動は国内だけでな

く国際的な広がりが求められ

ています｡広島県と共同開催の

第一回NGOカレッジの講義録

で､国際ボランティアを志す人

に必携の書。 328頁

ISBN4-88517-263-2 C1030　P1800E

20　Å訂7)丸/oa�2卯j.6

・三宅和久　著

・出版元　吉偏人出版

・2003年２月14日発行

定価1,470円

一管波　茂　著

・出版元　AMDA

・1993年９月20日発行

1Ji1なら刺

t薗剛吊献と地域おこし　夢

菅波茂

　　Ａ皺ＤＡ

″ｙ″芦羽一路擢涙。

定価 500円

・ひろしま国際センター編

・出版元　中国新聞社

・1998年３月25日発行

　　　申-新聞社

定価1,890円

｀彗

１

？
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■ＡＭＤＡの提言

　一人道援助の世界都市－

　岡山から世界に飛び出し､国

際的な医療NGOとして知られ

るＡＭＤＡ。その代表の著者が

問いかけ、提案する。「日本は

経済大国から､人道援助大国を

めざせ｡岡山に世界へ向けての

人道援助ネットワークの拠点

を築こう」と。

256頁

ISBN4-88197-607-9 C0036　P1600E

■医療和平

一多国籍医師団アムダの人道支援－

　21附記を生きる子ども遠の命

　を救いたい！AMDAは北部同盟

　とタリバンの保健担当者を岡山

　に招聘。 AMDAのアフガニスタ

　ン国内医療和平構想に両者は快

　諾し協力を約束してくれたが…

　救える命があればどこへでも行

　くAMDAの緊急救援活動と危機

　管理。　225頁

ISBN4-08-78　1262-6　P1500E

・菅波　茂著

・出版元　山陽新聞社

・1996年11月25日発行

　定価1,680円

･菅波茂著
:昌‰緊‰fi

四
　医療和平

“ｔ惣gl““

定価1,575円

■ルワンダからの証言

　一難民救援医療活動ﾚﾎﾟｰﾄｰ

　援助大国とはいえ、国際的

なＮＧＯに比べると組織は小さ

く財政的にも弱い日本のNGO

が、劣悪な環境の中でルワン

ダ難民のために活動した記録。

200頁

ISBN 4-521-00541 C0030　P2000E

■とびだせ！ＡＭＤＡ

　　－ＡＭＤＡ・アジア医師

　　　連絡協議会の活動－

　第１部　阪神大震災における

ＡＭＤＡ医療ボランティアの動

き。緊急救援活動における後方

支援体制。防災への提言。

　第２部　国際緊急救援での活

動記録｡バングラデシュ、ネパー

ル､カンボジアやルワンダ､ソマ

リアなどの紛争地区での難民救

援活動の記録。270頁

ISBN 4-905690 21-8 P1800E

・AMDA著

・出版元　中山書店

･1995年４月３日発行

定価2,100円

・菅波　茂著

・出版元厚生科学研究所

・1995年７月15日発行

定価1,890円

㎜



！

M
S
~
･
‐
1
1
1
‾
1
1
“
i
~
S
“

　
京
‘
‐
Ｅ
。
・
う
。
ム
践
ド

‐
…
…
…
｡
＝
¥
¥
＆
’
ほ
”
回

　
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｊ
Ｉ

こＣ９
’″
ｙ

ｊ

し参Ｌ

森ｉ

泰

｡k

ｊ

'ﾐｊＳ

　令外;い

　=帚=!･j£
ｊ

↓
　
イ
ベ
ン
ト
参
加

↑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
事
務
作
業

→←

セ
ミ
ナ
ー
開
催

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
カ
フ
ェ

（
報
告
会
）

開
催

↓
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高
校
生
会
に
よ
る
街
頭
募
金

↑
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
開
催

↓
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
援
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

↑
　
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｐ
開
催



●●●●●● I ･ ㎜ ･ ㎜ ■ ･
･ ･ ● ㎜ ･

・ ･ j ･ ' ･ 1 " ･ , 。 ･ ｡

’………i11.1

..S.』.=・.

･-･.・ ･･』

心
し
…
…
…
哨

一心帆

●

●

●

轟一

－
　
　
－
・
’

j
.
“
a

s

l
.
.
I
＼

．／ ' ゛

〃 ~ 〃 Ｊ

ρ や ' ｊ ｊ

●

､･1‘j

りＺ

p
s
‐
‘
t
l

・ ･ － ･ 1 ･ .

｀
麟

　「
１．

ｱﾑﾀﾞ
／
乙
″


